
 

 

議案第２５号 

   倉敷市指定重要文化財の指定について 

このことについて、次のとおり議決を求める。 

   令和６年６月６日提出 

                       倉敷市教育委員会 

                       教育長 仁 科   康 

 

指定する文化財 

１ 名    称  木造不動明王立像 

２ 種    類  彫刻 

３ 員    数  １躯 

４ 所在の場所  倉敷市真備町下二万１６１０ 

５ 所有者の氏名    宗教法人 金峯寺 代表役員 青山 光忍 

  及 び 住 所  倉敷市真備町下二万１６１０ 

６ 品質及び形状   針葉樹材の一木造り。割首、彫眼、素地拭漆仕上げ。 

体躯は肩の後ろで裙の後ろ裾先までの背面全体を割り離し内刳りして

矧ぎ（背板割り矧ぎ）、両足先を除く全てが体躯前面材から彫出されて

いる。頭部は体躯から一度割り離し、耳の中央線で前後に割り、頸部ま

で内刳りを施す。 

頭髪は直毛の総髪を二条の紐でとめ、莎髻
し ゃ け い

をあらわし、左耳前に辮髪
べ ん ぱ つ

を垂らす。表情は忿怒である。腰をやや右に捻り直立し、右手には三鈷

剣（後補）、左手には羂索
け ん さ く

（後補）を執る。 

７ 寸法又は重量  総高（台座含む、剣先端まで） 119.6cm 

          総高（台座含む、剣除く）   113.4cm 

          像高（地付から頭頂）      98.5cm 

８ 製作の年代  平安時代 12 世紀 

又 は 時 代 

９ 指定の理由   腰が高く、体躯が薄い細身の印象ながら、胸や腹、腕には丸みと張り

があり、着衣の彫りは薄く表現されている。ほぼ直立した穏やかな姿
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勢や表情の柔和さは平安時代後期(11 世紀末から 12世紀末)の特徴とい

える。 

本像は※空海(請来)様と呼ばれる相貌、一木造、割首、背板剥ぎとい

った古典的な構造を踏襲しつつも、院政期の仏像に特有の繊細優美な

感覚を備えている。 

県内の不動明王像では空海様を忠実に再現した作品が少ないことや、

後補部分がわずかで、当初の像容を良く伝えていることからも貴重で

あり、倉敷市の重要文化財に指定して長く保存していくべきものであ

ると考える。 

※空海様：頭頂の莎髻
し ゃ け い

、直毛の総髪、左に垂らす辮髪、見開いた両目、下唇を噛みしめて口の

両端に牙を出すといった相。11世紀にはあまり見られなくなる。 
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